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 この度、⽇本核磁気共鳴学会の令和元年度第 1 回若⼿研究者渡航費助成の⽀援を受け、
2019 年 8 ⽉ 25 ⽇から 8 ⽉ 30 ⽇までの 6 ⽇間、ドイツのベルリンで開催された 
EUROISMAR 2019 に参加致しました。本助成⾦により海外における NMR の国際学会に参
加させて頂いたことを、故京極好正先⽣と故阿久津政明様ならびにご家族の皆様、株式会社
エルエイシステムズ、⽇本核磁気共鳴学会加藤晃⼀会⻑、若⼿研究者渡航費助成⾦選考委員
⻑・池上貴久先⽣をはじめとする関係者の皆様に⼼より御礼申し上げます。 

開催地であるベルリンでは⽇中の気温が 30 度前後のうだるような暑さであり、湿気はな
いものの例年とは異なるようで、⽇本から暑さを連れてきてしまったのではと錯覚してし
まうような気候でした。オープンセレモニーでは NMR と EPR の歌がジャズテイストで演
奏され、これが海外学会なのか！と初めての海外学会の雰囲気に⼤いに感動いたしました。
このように素敵な⾳楽から始まった欧州最⼤規模の NMR 学会である本会ですが、本年は
ISMAR と合同で開催され、⼝頭発表やポスター発表を含め 700 題を超える発表が⾏われま
した。⼝頭発表の中で特に印象的だったのは Peter Wright 先⽣の TAZ1 に対する HIF-1α
及び CITED2 の結合競合性、Markus Zweckstetter 先⽣の Tau タンパク質の液-液相分離、
Phil Selenko 先⽣の in-cell NMR 法の歴史およびエレクトロポレーションの細胞導⼊条件の
検討、Ulrich Scheler 先⽣の Rheo-NMR 法を⽤いたポリマーの動的解析、Fabien Ferrage 先
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⽣の⼆磁場 NMR 分光法などでした。多くの論⽂でお名前を拝⾒してきた著名な先⽣⽅の
講義を⽣で聴くことができ、とても充実していました。 

ポスター発表は開催 2 ⽇⽬の 14-16 時、3 ⽇⽬の 14-16 時と 2 ⽇間に分けて⾏われました。
報告者は“weak interaction between ATP and proteins”と題したポスターを発表致しました。
近年、⽣体内のエネルギーの貯蔵や供給、運搬を仲介するアデノシン三リン酸(ATP)がタン
パク質の線維化を阻害することが明らかにされました [1]。また、ATP 濃度の低下と神経変
性疾患に関連性があることが報告されたことから[2]、ATP の線維化阻害能の分⼦基盤の解
明は、神経変性疾患の治療法開発に重要な知⾒となることが期待されます。標的タンパク質
との⾮共有結合性の相互作⽤により、ATP は線維化の阻害能を持つと考えられますが、な
ぜ阻害能を持つのか、相互作⽤に選択性や特異性があるのかは不明です。そこで私の研究で
は、溶液 NMR、剪断流を与えながらリアルタイム測定が可能な Rheo-NMR 法、固体 NMR
法を⽤いて ATP と標的タンパク質との相互作⽤を原⼦レベルで解析し、線維化の阻害機構
を解明することを⽬的としています。事前に introduction から discussion まで丸々発表原
稿を覚えたのと裏腹に、聴者の⽅々からは全部の説明はいらない、端的に結論を説明してほ
しい、質問だけでいい、といった声も多く、国内学会と海外学会との違いを感じました。結
合強度はどのくらいなのか、どのようにして NMR で線維化過程を追うことができるのか、
他のヌクレオチドは調べたのかといったご質問も多々頂き、ポスターセッションの前後で
英語でのコミュニケーションの実⼒が向上したのではないかと考えております。もっと英
語が話せたら上⼿く伝える事が出来るのにと悔しい場⾯もあったため、帰国後の課題とし
てこれから精進して参りたいと思います。また、発表を聞いていただいた⽅が最後に「あな
たの研究⾯⽩いね」とお声がけしてくださった際には、研究者として今⼀度やりがいと感動
を覚えました。本学会で得た知⾒などを、⾃分の研究や研究室でのディスカッションに取り
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⼊れるべく、論⽂や講義に対するアンテナを⽇常から張っていきたいと思います。 最後に、
貴重な機会を与えてくださいました⽇本核磁気共鳴学会に重ねて御礼申し上げます。  
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